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一対一のチャットの会話の開始部
　　　一構成要素とその順序を中心に一

倉田　芳弥

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　旨

　本研究は，日本語母語話者同士による一対一のチャットの会話の開始部の実態の一端を明らかにしたものである。開始

部の表現形式とその順序，構成要素とその順序について分析した結果，『自己提示』はメッセージ以外の情報により行わ

れることが観察された。また，ベルの『呼び出し』で相手に接続を求める電話と異なり，各自がまず接続するため，『呼

び出し一応答』の過程はない。しかし，接続することがチャットという行為の開始とはならないため，チャットという行

為を開始するために『呼びかけ一応答』という電話会話にはない過程を構成する。また，『挨拶のやりとり』『挨拶表現』

という電話会話と同じ構成要素が確認され，用いられる表現形式，その順序も電話会話と似ていることが観察された。以

上から，一対一のチャットの会話の開始部には，会話の普遍性が見られる一方，媒体の影響により独自のコミュニケーシ

ョンが行われていることが示唆される。

【キーワード】インスタント・メッセンジャー，『自己提示一認定』，『呼びかけ一応答』，構成要素の順序，構成要素の機

能

1，はじめに

　近年のインターネット利用者の世界的な増加に

伴い，コンピューター媒介コミュニケーション

（Computer－Mediated　Communication；CMC）も多様

化している。チャットとは，コンピュータネットワ

ークを通じてリアルタイムに文字ベースの会話を行

なうシステム1であり，そこでの会話はCMCの一

つである。このような新しい媒体を使うことにより，

コミュニケーション自体が変化する可能性があるが，

普段は意識されずに行われている。そのため，新し

い媒体でどのように会話が行われているのか，その

独自性と他の場面との共通性を解明することは，単

に一つの媒体の特徴を明らかにするだけでなく，コ

ミュニケーション行動を考える上でも，新たな視点

を提供するものとして重要である。

　そこで本研究では日本語母語話者同士のチャッ

トの会話の開始部に焦点を当て，チャットによるコ

ミュニケーション行動を解明する第一歩としたい。

2．本研究の対象とするチャット

　チャットは，Web上で行うチャット（以下Web

チャット）や，IRC2など専用のアプリケーション

を用いて行うチャット，事前にチャットの相手のメ

ールアドレスを登録して行うインスタント・メッセ

ンジャーなど様々である。

　チャットと電話の場面特性についてみると（表1

参照），WebチャットとIRCは多人数で行い，匿名

性が高いことが一般的であり共通の場面特性を有す

る。インスタント・メッセンジャーは，文字による

会話という点は電話とは異なるが，同期性が高く，

参加形態が一対一であること，匿名性が低いという

点では電話と共通する特性を持っている。そこで本

研究ではインスタント・メッセンジャーを対象とし，

似た場面特性を持つ電話会話の知見との比較からチ

ャットの独自性や他媒体との共通性を解明したい。

表1　チャットと電話の場面特性（岡本1998を参考に作成）

チャット 電話

　Web
`ャット

IRC インスタント・

＜bセンジャー
1同期性 同期性が

@高い

同期性

ｪ高い

同期性が高い 同期

2モード 文字 文字 文字 音声

3形態
i一般的なもの）

多人数 多人数 一対一 一対一

4匿名性 高い 高い 低い 低い

3．先行研究

3．1チャットの会話の開始部の研究

　Negretti（1999）は英語学習者と英語母語話者の

参加するWebチャットを分析し，電話会話でみら
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れる「自己提示一認定」が現れ，この「自己提示」

とは，相手に存在を認識してもらうことを目的とし

た自己紹介であることが多いと述べている。

　Rintel　et　al．（2001）によると，　IRCの開始部は，

1）サーバーによる新規参加者のアナウンス，2）新

規参加者の最初の行動，3）既存の参加者の返答と

いう順番で進行する。1）は，自動的で電話のベル

と似ているが，「呼び出し」の機能はないため，D

に対する既存参加者の反応は義務ではなく，また

1）により新規参加者の名前がわかるとしている。

3、2電話会話の開始部の研究

　Schegloff（1986）は約450の英語の電話会話をも

とに開始部の構戒要素として，1「呼び出し一応答」，

2「自己提示一認定」，3「挨拶のやりとり」，4「健

康に関するやりとり」の4つをあげている。目本語

の電話会話58件を分析した吉野（1994ab）は，4

「健康状態に関するやりとり」の部分に相当する位

置については，日本語では表2のa～eのような多

様な表現が用いられるとして，それらを「挨拶表

現」と呼び（表2参照），3「挨拶のやりとり」の後

に現れるとしている。

　　　　表2電話会話の開始部に見られる広義の
　　　　「挨拶表現」（吉野1994abをもとに作成）

挨拶表現 例

a前回の接触への言及 昨日は失礼しました

b非接触時間への言及 ひさしぶり一

c健康状態に関する質問 お元気ですか

d近況に関する質問 どうしてんの

e接触時の状況に関する質問 今いい？

　Hopper（1992）は，開始部の順序について，

Schegloff（1986）の示した構成要素は上記1から4

の順番で現れ，先に進むほど典型的な例からの逸脱

が多くなるとしている。吉野（1994a）は，①「挨

拶表現」のaとbは共起しない，②a（またはb）

からcやdの質問に移ることが多い，③eがa～d

に先立つことはない（表2参照）など，「挨拶表

現」の順序について指摘している。

　電話会話の開始部では，認定されなければ会話

自体が始まらないという点から「自己提示一認定」

は重要な課題とされ（岡本・吉野1997），「自己提

示一認定」を扱った研究は多い（Schegloff1　979，

Hopper　1992，今石1992，吉野1994ab，岡本・吉野

1997など）。さらに吉野（1994a）は，「自己提示一

認定」に加えて，相手との関係を再構築することを

開始部のもう一つの課題として挙げている。

　以上，チャットの会話及び電話会話の開始部の

研究について概観した。チャットは研究自体が限ら

れており，開始部に現れる構成要素やその順序など

開始部全体の構造や機能は明らかにされていない。

また，匿名性の高い多人数によるチャットを対象と

したものが多く，インスタント・メッセンジャーに

ついては明らかではない。一方，電話会話の開始部

の研究は，既に日本語を対象とした研究もあり，構

成要素や順序に関する一定の知見が得られている。

また2章で示した通り，インスタント・メッセンジ

ャーの場面特性は，電話との類似点も多い。そこで，

本研究では電話会話の枠組みを援用し分析を行う。

4．研究内容

4．1研究課題

　本研究の目的は，日本語母語話者同士による一

対一のチャットの会話の開始部の実態の一端を明ら

かにするものである。そのため局所的な表現形式と

会話全体からみた機能として開始部に現れる構成要

素の2つの側面から，開始部の内容及び順序を明ら

かにする。研究課題は以下の通りである。

　課題1：開始部で使われる表現形式とその順序は

　　　　　どのようなものか。

　課題2：開始部の構成要素とその順序はどのよう

　　　　　なものか。

4．2調査方法

　本研究では，2002年7～10月にかけて収集した

同性友人同士の一対一のチャット会話資料363件を

分析対象とする。調査協力者には，異なる相手との

チャット3件を上限として，チャットの会話を保存

したファイルを提出してもらった。調査対象者95

名（調査協力者32名，チャットの相手63名）のう

ち，90名が10代後半から20代で，85名がチャッ

トの経験者であった。チャットソフトはインスタン

ト・メッセンジャーの一つであるMSN　Messenger

　（調査時点の最新バージョンはV4．6）を用いた。

また，チャット終了後に調査協力者に対して質問紙

調査を行った。質問紙調査は調査対象者の属性，チ

ャットの経験，親疎関係などの共通の質問と，会話

の内容に関する個別の質問から構成される。

4．3分析方法

　まず，チャットの会話について，「最初の話題に

入る前の言葉によるやりとり」を開始部と定義し，

開始部の有無を調べた。本研究データ63件のうち，
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開始部のないものは4件であり，開始部のある59

件を分析対象として分析を行った。

　課題1については，まず開始部に現れる表現形

式を文字通りの意味から類型化した。挨拶表現にっ

いては，吉野（1994ab）の枠組みを参考にした。更

に表現形式ごとにチャットの会話に現れる件数を数

えて出現頻度を示した。表現形式は「挨拶一挨拶」

のように隣接ペア4を成すことが多いが，第2部分

が省略され次の隣接ペアを構成する場合もあるため，

第2部分が省略されている場合も1件として数えた。

次に順序にっいては，表現形式の組み合わせに該当

する件数を示し，表現形式の順序を提示した。

　課題2については，開始部を構…成する各要素が

参加者によって達成される過程を記述的に示した。

5．結果

5。1課題1二開始部で用いられる表現形式とその順序

5．1．1開始部で用いられる表現形式

　開始部に現れた表現形式及び具体例を表3に示す。

「挨拶」が半数以上の会話に現れ，「呼びかけ一応

答」の表現も全体の約1／3の会話に現れている。

「名乗り一応答」5は，59件中1件であり，開始部

で名乗ることはほとんどない。また，相手の返答後

に相手の存在を認定する「存在の認定」が観察され

た。挨拶表現のうち「当日の行動に関する質問・言

及」，「季節に関する質問・言及」は，電話会話の開

始部では指摘されていないものであるが，これはチ

ャットに特有なものではなく，状況により電話会話

にも現れるものだと考えられる。その他，チャット

の感想，使い方に関する質問，冗談などがみられた。

5．1．2開始部で用いられる表現形式の順序

　ここでは，隣接ペアの第1部分に着目し，表現

形式の組み合わせとそれに該当する件数を提示する。

「存在の認定」は隣接ペアの第2部分となるため，

また「名乗り一応答」，「季節に関する質問・言及」

は件数が少ないため，除いて整理した。例えば，会

話例1の順序は，1「挨拶」→2「挨拶表現」（「非

接触時間」→「接触時の状況」→「近況」）となる。

【会詔列1：開始部に現れる表現形式の例】

IA：どもども

2B：おひさしぶり一軌

3A：今は自宅？

4B：イヤー，ほんとおひさしですいませ

5B：そう，自宅です。

6A：り醐’｝ま？

7B：お金と時間がないのでだめです。

8A：なるほど

【開始部】

膨
〈非接触痔間〉

〈蘭蝸の状況〉

〈非接角！塒間〉

〈接角i塒の状況〉

〈近況〉

〈近況〉

〈近況〉　俵

　　ところで，

注）網掛けは隣接ペアの第1部分である。

【主要部】

8Aの改行は筆者によるものである（会話例2の8Aも同様）

A：チャット行為開始者，第一メッセージ送信者

B：第ニメッセージ送信者

番号：メッセージ送信番号（凡例については以下の会言刮列も同様）

　まず，「呼びかけ」「挨拶」「挨拶表現」の順序を

表4に示す。

表4　「呼びかけ」・「挨拶」・「挨拶表現」の順序

表現形式の順序 表現形式の組み合わせ

1呼びかけ

Q挨拶
’順

OiOOO｝▼　▼‘

ﾊ　　　　　　　，

3挨拶表現 7
ゆi9幽▼…°…9　10iOi　　　　’OiO

計　59件 7　i5　12　i7　i10il8、　10

　「呼びかけ」が「挨拶」「挨拶表現」より後に来

ることはなく，また「挨拶」が「挨拶表現」の後で

現れることはない。ここから開始部には1「呼びか

け」2「挨拶」3「挨拶表現」という順序がみられる。

　次に「挨拶表現」の順序について同様に整理し

たものを表5に示す。「挨拶表現」を含む開始部37

　表3　一対一のチャットの会話の開始部の表現形式及び具体例

（各表現形式を含むチャットの件数／分析対象となるチャット59件）

呼びかけ一応答　　（おお一い／よう一はい／やっほ一一ひゃっほ一い） 23件
名乗り一応答　　（○○で一す一こんばんわ一，OOちゃん） 1件
存在の認定　　　　（おお，いたいた） 4件
挨拶　　　　　　（ちわっす一こんにちは／こんばんは一一こんばんは一一） 35件
挨拶表現 前回の接触への言及（この前はいきなり切っちゃってすいません　；） 4件

非接触時間への言及　　　　　　（久しぶり一！！） 12件
健康に関する質問・言及　　　　（お元気ですか？／元気にしてる？） 10件
近況に関する質問・言及　　　　（どうすか，最近／最近忙しい？） 14件
接触時の状況に関する質問・言及（今，いい？／今は自宅？） 12件
当日の行動に関する質問・言及　（今日は何してたの？） 6件
季節に関する質問・言及　　　　（NZは今冬真っ盛りなんですね一） 1件

その他　　チャットの感想や使い方に関する質問，冗談など　　　　　　　　　　　　　　7件
注）下線は筆者による。

一一一@60　一



件のうち34件について，1「前回の接触への言及」

「非接触時間への言及」，2「健康に関する質問・言

及」3「近況に関する質問・言及」「接続時の状況に

関する質問・言及」「当日の行動に関する質問・言

及」という順序が見られた。吉野（1994a）の示し

た電話会話の「挨拶表現」の順序と似ていることが

わかる。

　　　　　　表5　「挨拶表現」の順序

表現形式の順序 表現形式の組み合わせ

1前回の接触への言及／

�ﾚ触時間への言及

順・

　　　1@　　　　　1O｝OiOiO　　　’
@　　　　　　i
@　　　　lOiO2健康に関する質問・言及

ﾟ況に関する質問・言及
^当日の行動に関する質
竅E言及／接続時の状況
ﾉ関する質問・言及

序

一▼’▽l
奄niOi　　　　’．’鱒’鱒四”　　「　　　　’　　i▼i▼i　：▼l

@　iOiO・　…○，0
@　　　1、i　　　脚

計　34件 5　i2　i　l　l5　i2　i3　il6

52課題2：開始部の構成要素とその順序

　先程の会話例1を構成要素という観点から整理

したものが会話例2である。以下この会話を例にと

り，開始部の構成要素の各過程について示す。

【会話例2：開始部に現れる構成要素の例】

オンラインの爾にBの名藏示　　　　　　　　　　【開始部】

　　　　　　…　Bの『自己提示』

lA：どもども　…　Bを『認定』

　　　　　　　　メッセージ外情報によるAの『自己提示』

　　　　　　　　　P呼びカXす』（1A送f言により矧

　　　　　　　　　膠のやりとり』

2B：おひさしぶりです6

　　　…　Aを『認定』
　　　　　　励乎び力斗ナ』に対するTJ芯答』（2B送信により実現）

　　　　　　『挨拶表現』

3A：今は自宅？ …　『挨拶麗則

4B：イヤー，ほんとおひさしですいません。…　『挨拶俵現』

5B：そう，自宅硫
6A：帰省は？

7B：お金と時間がないのでだめです。

8A：なるほど

ところで， 【主要部】

52．1　『自己提示一認定』6の過程

　MSN　Messengerでチャットをするためにはまず相

手のEメールアドレスを登録しなければならない。

登録した相手の状態については，オンライン（接続

している）かどうかがメインウィンドウに表示され

る（図1参照）。このメインウィンドウは自分自身

がオンラインにすると開く画面であり，この時点で

はチャットという行為は開始していない7。チャッ

トを開始するためには，会話ウィンドウ（図2参

照）を開く必要がある。

　Aがチャットという行為を開始する場合，メイン

ウィンドウ（図1参照）のオンラインに表示されて

いる登録者の中からBを選ぶとAのパソコン画面

に会話ウィンドウ（図2参照）が開く。しかし，A

からのメッセージが送信されて初めて，Bのパソコ

ン画面に会話ウィンドウが開くため，この時点では

Bの会話ウィンドウは開いていない。そのため行為

開始者と最初のメッセージ送信者は必ず一致し，会

話例2ではAが行為開始者であり，第一メッセー

ジ送信者である。

　AはBの名前がオンラインの欄に表示されてい

るのをみて，「どもども」と最初のメッセージを送

信している。このBの名前の表示はBの『自己提

示』として機能し，Aの最初のメッセージは，局所

的な文字通りの意味としては「挨拶」であるが，開

始部の構成要素としては，Bの『認定』として機能

している。既知の相手に対して用いる挨拶が行われ

ることから，挨拶という表現形式によりBの『認

定』をBに伝えているのである。さらに，Aが最

初のメッセージを送信すると，Bの画面に会話ウィ

ンドウが開き（図3参照），Aの名前がメソセージ

外情報として表示され，これがAの『自己提示』

として機能する（図3①～③）。まず図3の①はこ

の会話ウィンドウがAとの会話用であることを表

囎霧翻，㈱。．。δ幽i

～Lvmp @　　　　　　　i
＄一［M・…イ・・　　i

　鍵鯉鱗豪臥オンナfン億｝

　　急
　　意
　　ム匹コ
　　オフ；｝・｛ン（4》

鶴｝　　誌
　　蕊　1
邊　婁㌻『鼓鋤い導露

　　←・メノ銭’し

　　　　　　　　　諸

鱒幽esse⑳i
　　　　　　　－　i

図1メインウィンドウ（A側）

ue－　’　謙騒～難フrイル（三，　織熔》　掴断乍くδ｝　v，　”’Lmp

ヘルツqρ

e　　　　　　　　　　　　tttsclf、

i；回　　．，
i』

へ’‘いv‘　譲蝉「
ともども　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　迭ザ｛お｝王

　図2会話ウィンドウ
（メッセージ送信前のA側）

一61一



し，②ではBのメッセージの送信先がAであるこ

とをAの名前とメールアドレスで表示し，さらに

③でメッセージ送信者名としてAの名前が表示さ

れている。そしてAの『自己提示』を受け，Bは

Bの最初のメッセージ（2B「おひさしぶりで

す。」）で，Aの『認定』を挨拶表現を用いてAに

伝達しているのである。

　　田彊⑳、．、　　　　遡濁
　　ファイル更）　編集（星）　操f乍｛凸〉　ツール〈P　ヘルプ（1　1〉

　　　Φ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鱗翁轟’

　　　　　図3会話ウインドウ（B側）

　次の会話例3は相手の返答が遅れ，『自己提示一

認定』の過程が通常のパターンから逸脱しているも

のである。まずAは，1AでBを『認定』したこと

を伝達するが，相手の反応がないため，『認定』が

未完了となった。そこで，2Aで再度Aの『自己提

示』を行ったところ3Bの応答がありAを『認定』

している。そしてこの3Bのメッセージ送信により

再度Bの『自己提示』が行われ，Aは4Aで，3B

の存在を『認定』する表現を用いて，Bを再度『認

定』したことを相手に伝達しているのである。

【会言刮列3：相手の返答が遅れた場合の自己提示一認定の例】

∫ナンラインの爾にβの名磁城示・・Bの『自己提示』

1A：やっほ一・・Bを『認定』（未完了），

　　　　　　　メッセージ外の情報によりAの『自己提示』

2A：あら？　・・メッセージ外の情報により再度Aの『自己提示』

3B：ほいほい・・Aを『認定』，

　　　　　　　メッセージ外の情報により再度Bの『自EEBkt　iikg

4A：おお，いたいた。・・Bを『認定』

　（以下略）

　このように通常から逸脱した例を見ることにより，

通常『自己提示』はオンラインの欄に表示される名

前（図1参照），メッセージ外の情報（図3①～③

参照）により行われ，『認定』はチャット開始者と

その相手のそれぞれ最初のメッセージにより行われ

ること，メッセージの送信前から既に『自己提示一

認定』の過程が始まっていることが可視化される。

52．2　『呼びかけ一応答』の過程

　一対一のチャットの開始部には，『呼び出し一応

答』の過程はなく，代わりに『呼びかけ一応答』と

いう過程がある。

　一対一のチャットの場合，電話のようにベルの音

で『呼び出し』て，相手に接続を求めることはなく，

各自が好きな時に接続するため，電話のような『呼

び出し一応答』の過程はない。また接続してメイン

ウィンドウを開いただけではチャットという行為の

開始とはならないため，チャットを開始するために

は，『呼びかけ』て相手に気付いてもらうことが必

要である。チャット行為の開始者が最初のメッセー

ジを送信することにより，相手側の会話ウィンドウ

が開き，相手は呼びかけられていることに気付く。

つまり最初のメッセージを送信する行為が『呼びか

け』となり，相手側がそれに対してメッセージを送

信する行為が『応答』となる。課題1の表3の「呼

びかけ一応答」は，表現としてのものであり異なる

次元のものである。構成要素としての『呼びかけ』

はメッセージを送信するという行為であり，そこで

伝達されるメッセージは表3の「呼びかけ」だけで

はなく「挨拶」や「挨拶表現」など様々である。会

話例2では，lAの「どもども」というメッセージ

の送信と2Bの「おひさしぶりです。」というメッセ

ージの送信が『呼びかけ一応答』の過程となる。

5．2．3　『挨拶のやりとり』及び『挨拶表現』の過程

　『挨拶のやりとり』と『挨拶表現』の過程は，表

3の「挨拶」と「挨拶表現」によりそれぞれ実現す

る。このため，『挨拶のやりとり』の方が『挨拶表

現』より先に現れる。開始部では，「挨拶」や「挨

拶表現」からチャットが開始することも多く（表4

参照），この場合，『自己提示一認定』の過程，『呼

びかけ一応答』の過程と重なって実現する。

　以上から一対一のチャットの開始部の構成要素の

順序を表6にまとめる。

　この順序は大まかなものであり，『自己提示一認

定』の過程は最初に始まるが『呼びかけ一応答』の

過程と部分的には重なる。また最初のメッセージと

して「挨拶」や「挨拶表現」を送信する場合には，

『挨拶のやりとり』及び『挨拶表現』の過程が『自

己提示一認定』，『呼びかけ一応答』と重なるなど，

開始部では様々な要素が重なりつつ遂行される。

表6　－一対一のチャットの会話の開始部の構成要素の順序

　　　　　　　　　　　電話会話の開始部の順序
一対一のチャットの会話
　　　　　　　　　　　（HoPPerl992，吉野1994a
の開始部の構成要素の順序
　　　　　　　　　　　をもとに作成）

　　　　　　　　　　　1，・　“　　一．1）・、笠

　　　　　　　　　　　2．自己提示一認定

　　　　　　　　　　　3．挨拶のやりとり

　　　　　　　　　　　4．挨拶表現
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6．考察

　ここでは，構成要素の機能について媒体の独自

性と会話の普遍性という点から考えたい。

　まず『自己提示一認定』の機能とは，相手が誰

なのかを互いに認め合いそれを相手に伝える「互い

の認定」というものである。一対一のチャットでは，

メッセージ外の情報により『自己提示』が行われ，

チャット開始者とその相手のそれぞれ最初のメッセ

ージにより『認定』が行われる。IRCの場合，サー

バーが新規参加者の名前をアナウンスする（Rintel

et　al．2001）ことが，新規参加者の『自己提示』だ

と考えられる。これはメッセージ外の情報により行

うという点で一対一のチャットと似ており，文字情

報が利用できるためと考えられる。既知の間柄によ

る対面会話の場合，「互いの認定」を言語化せず非

言語行動で行う場合もある8。電話会話では，会話

を進行しながら音声情報により行う。このように

「互いの認定」という機能を有する『自己提示一認

定』は普遍的だが，その実現の仕方は媒体により異

なる。

　『呼びかけ一応答』は，会話を開始するために

相手に「呼びかける」ものとして機能しており，こ

れは，各自が好きなときに接続し，接続が会話の開

始とはならないことから必要となる。この構成要素

は電話会話には見られないもので，システムの違い

が会話の組織に影響を及ぼしていることがわかる。

　　『挨拶のやりとり』『挨拶表現』という構成要素

が見られたことから，一対一のチャットには，電話

会話と同様「相手との関係の再構築」（吉野

1994a）という機能があると考えられる。対面の出

会いの挨拶についても，「両者の関係が別れる前と

同じで変わっていないことを確認したい」（鈴木

1981：44）との指摘があり，既知の者同士のコミュ

ニケーションでは，この機能は共通していると考え

られる。また，表現形式やその順序を見ても電話会

話と同様であり，実現の仕方にも共通性がみられる。

　　「互いの認定」と「相手との関係の再構築」と

いった機能は，既知の間柄においては，媒体を超え

て普遍的なものであり，開始部での人間関係の築き

方は，チャットという新しい媒体においても，本質

的な部分はこれまでと同様に行われているといえよ

う。しかし，『自己提示一認定』のように，場面特

性が影響して実現の仕方が異なっていたり，『呼び

かけ一応答』のように電話会話に見られないものが

あるなど，媒体の特性が会話の組織にも影響し，一

対一のチャットの会話の独自性も見られたといえる。

7．今後の課題

　本研究はチャットという新しいメディアによる

会話がどのように行われるかを解明する第一歩であ

り，調査範囲は限られているが，新しいメディアで

のコミュニケV・一一ションの独自性と既知の間柄に見ら

れるコミュニケーションの普遍性が観察された。今

後は，開始部に留まらず，その他の部分の分析も積

み重ね，チャットにおけるコミュニケーションの全

体像を明らかにする必要がある。例えば，チャット

の会話の特徴として，異なる話題が混在し
（Werry　l　996），隣接ペアが必ずしも隣接しない（岡

本1998）ということが言われており，これは本デ

ータでも会話例1を始めとして数多く見られた。こ

れには一対一のチャットの「同期性は高いが完全な

同期ではない」という特性が影響しており，対面会

話，電話会話では見られないものである。このよう

な場合，対面会話，電話会話とは異なる談話管理が

行われていると考えられるが，それはどのようなも

のなのかということ，またこの局所的な特徴が話題

の展開に与える影響などについては今後の課題とし

たい。

　このような研究を進めることは，普段見えてい

るが気づかない会話の仕組みを浮き彫りにする。母

語話者自身が気づかない仕組みを明らかにすること

で，学習者がチャットを用いるときの手がかりとな

ると考えられる。しかしそれだけではなく，このよ

うな媒体による制約を受けたコミュニケーションの

研究を進めることから，対面の会話を可視化するこ

とができ，そこからコミュニケーション全般への知

見，さらには日本語教育への示唆を得ることができ

るだろう。今後，接触場面についても同様の研究を

進め，母語話者同士の場合との比較を通して意識せ

ずに行っている母語話者と学習者の調整などを明ら

かにし，日本語教育へと役立てていきたい。

付記：本稿は2002年度お茶の水女子大学修士論文
（伊藤2003）の一部に加筆・修正したものである。

注

LIT用語辞典e－W6rds（http：〃e－wordsjp／）より引用。同期性

　の高い媒体であることから，本稿ではチャットを介した

やりとりをチャットの会話と呼ぶ。

2．Intemet　Relay　Chatの略。　IRCは1988年にフィンランド
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　で開発され，1990年から日本でも利用が開始された。

　利用者はチャンネルと呼ばれるグループ単位のネット上

　のコミュニケーションの場を作り，そこに参加して会話

　を行う。（岡本1998）

3．できるだけ自然な会話を収集するため，時間，内容は指

　定せず，データの具体的な使用目的はチャット終了後に

　調査協力者に説明した。また，チャットの相手には事前

　に調査対象であることを知らせず，チャット終了後に説

　明し了承を得るようにした。

4隣接ペアとは，質問と回答のように対をなす二つの発話

　の連鎖で第1部分（first　part）が決まった第2部分

　（second　part）を要求するものである。

5．Negretti（1999）と異なり「名乗り」が少ないのは，

Negretti（1999）の研究対象が匿名性の高い多人数のチャ

　ットであるためと考えられるが更なる調査が必要である。

6．表3の表現形式と区別するため，会話の全体的な組織

　からみた開始部の構成要素については『　』で表す。

7．メインウィンドウを開いても，チャットをせずにまたオ

　フラインにすることはよくある。

8，例えば，向こうから来る友人に，声が届かないうちか

　ら互いに笑顔で手を振るような場合が考えられる。
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Elements　and　its　Order　of　Opening　Section　in　the　lnstant　Messenger　Conversations

　　　　　　　　　　　　　　　　　by　Japanese　Native　Speakers

KURATA　Kaya

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstrad

　　This　study　analyzed　elements　and　its　order　of　opening　section　in　the　InstImt　Messenger　convcrsations　by　Japanese　native

speaker＆As　a　resulちthe　following　pointS　were　found．　Fi鳳“identi丘cation”is　performed　by　the　information　other血an

mcssages．　Secon¢“summons－answer”sequences　do　not　appear，　because　each　person　connectS　to　lnstant　Messenger　by

himself　unllke　telephone　conversation　which　requires　receiver　to　oomect　phone　by加ging　bell．　However，“c団1－answer”

sequences　appear　in　the　Ins競mt　Messenger　conversations　to　s伽t　conversation，　since　comecting　to　Ins腔mt　Messenger　is　not

equal　to　beghlnhlg　conversation．　Thir（L‘‘greetingS”，　and‘‘greethlg　expressions”apPear　and　its　exprcssions　and　its　order　are

like　telephone　conversation＆hl　conclusion，　opening　section　of　the　Instant　Messenger　conversations　shows　original

communication　style　affected　by　medium　in　addition　to　featUres　common　to　conversations．

【Keywords】Instant　Messenger，“identification－，recognition”sequen㏄s，“call－answer’　sequences，　order　ofelementS，　fUnction　ofelementS

（Depament　of　Applied　Japanese　Linguistics，　Graduate　School，　Ochanomizu　University）
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